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「 『 星 の 王 子 さ ま 』 の 誕 生 : ニ ュ ー ヨ ー ク の

サ ン = テ グ ジ ュ ペ リ 」 と い う N H K の 番 組 を 見

終 わ っ て 書 架 か ら 取 り 出 し た 内 藤 濯 訳 の 岩 波

文 庫 に は ， 「 語 る ・ カ タ ル シ ス の 会 」 の 覚 え

書 き に 添 え て ， 2 0 2 2 年 7 月 か ら 1 1 月 ま で の

日 付 が あ り ま し た 。  

「 か ん じ ん な こ と は ，目 に 見 え な い ん だ よ 」

の 一 文 は ， こ の 本 を 推 薦 し た 会 員 が 朗 読 し て

い ま し た 。  

「 語 る ・ カ タ ル シ ス の 会 」 は 第 2 回 近 畿 認

知 療 法 ・ 認 知 行 動 療 法 学 会 （ 2 0 2 0 年 2 月 ） の

懇 親 会 に 集 っ た 近 畿 在 住 の 有 志 5 名 か ら 成 っ

て い ま す 。  

席 上 ， 2 0 1 8 年 5 月 か ら N H K カ ル チ ャ ー 神

戸 教 室 の 朗 読 サ ロ ン を 受 講 し て い る こ と を 話

し ま し た i 。  

同 年 8 月 に は 第 1 0 回 古 典 の 日 朗 読 コ ン テ

ス ト （ 京 都 ） の 課 題 作 品 『 福 翁 自 伝 』 に 応 募

し ま し た 。 9 月 早 々 に 一 次 審 査 を 通 過 す る こ

と も な く ，寸 評 が 届 き ま し た 。「 い い 感 じ で ，

福 翁 が 出 て き そ う な 気 が し て き ま す 」 と い う

評 者 の 常 套 句 に 「 い い 気 」 に な り ， 『 伊 曽 保

物 語 』『 源 氏 物 語 』『 方 丈 記 』 と 毎 年 応 募 し ，

毎 年 門 前 払 い を 受 け 続 け ま し た 。  

他 者 評 価 に 期 待 す る の は 断 念 し ， 朗 読 の 会

を 自 ら 「 起 業 ? 」 す る こ と を 決 意 し た の で す 。 

馴 染 み の 面 々 を 誘 い ， そ の 場 の 思 い つ き で

『 語 る ・ カ タ ル シ ス の 会 』 と 命 名 し ま し た 。  

2 0 2 0 年 1 1 月 の 読 書 週 間 に 第 1 回 例 会 が も

た れ ま し た 。 朗 読 さ れ た の は 『 デ カ メ ロ ン 』 1

（ 2 0 2 0 年 1 1 月 〜 2 0 2 1 年 1 月 ） で す 。  

                                                        
1  デ カ メ ロ ン ( ボ ッ カ ッ チ ョ 著 ,  平 川 祐 弘 訳 ) .
河 出 書 房 新 社 ,  2 0 1 2 .  
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時 は 主
し ゅ

の 御 生 誕
ご せ い た ん

1 3 4 8 年 の こ と で ご ざ い ま

し た 。 イ タ リ ア の い か な る 都 市 に 比 べ て も

こ よ な く 高 貴 な 都 市 国 家 フ ィ レ ン ツ ェ に あ

の ペ ス ト と い う 黒 死 病
こ く し び ょ う

が 発 生 い た し ま た 。  

 爾 来 隔 月 の 例 会 は T e a m s を 用 い た オ ン ラ

イ ン で の 開 催 と し ， 時 間 枠 は 土 曜 日 の 午 後 5
時 3 0 分 か ら 1 時 間 程 度 に し て い ま す 。  

会 員 の 読 み た い 本 を ， 分 担 し て 順 番 に 朗 読

す る 形 を と り ， 2 0 2 3 年 1 1 月 ま で に 7 作 品 を

数 え て い ま す i i 。  

「 こ ん な 夢 を 見 た 」 で 始 ま る 『 夢 十 夜 』

（ 2 0 2 1 年 3 月 〜 5 月 ） で は ， 真 白 な 百 合 が 百

年 の 過 ぎ た こ と を 教 え て く れ た り（ 第 一 夜 ），

負
お ぶ

っ た 子 に よ っ て 百 年 前 の 罪 が 暴 か れ た り し

ま す （ 第 三 夜 ） 。  

 『 ソ ク ラ テ ス の 弁 明 』 （ 2 0 2 1 年 7 月 〜 1 1
月 ） は 認 知 療 法 ・ 認 知 行 動 療 法 に 欠 か せ な い

ソ ク ラ テ ス 的 対 話 i i i を 知 る 意 図 で 選 択 さ れ

ま し た 。  

 ソ ク ラ テ ス 以 上 の 賢 者 が あ る か ， と い う 問

い に ， デ ル フ ォ イ の 巫 女 は ， ソ ク ラ テ ス 以 上

の 賢 者 は 一 人 も な い ， と 答 え ま す 。 そ の 神 託

を き い た と き ， ソ ク ラ テ ス は 自 問 し ま す 。  

神 は 一 体 何 を 意 味 し 暗 示 す る の で あ ろ う か ，

と 。  

苦 心 惨 憺 の 末 よ う や く ソ ク ラ テ ス は “ 神 託

探 究 法 ” に 想 到 し ま す 。賢 者 の 世 評 の あ る 人 を

た ず ね ， 「 見 よ ， こ の 人 こ そ 私 よ り も 賢 明 で

あ る ，し か る に 汝 は 私 を 至 賢 で あ る と い っ た 」

と 主 張 し ， 神 託 に 対 す る 反 証 を あ げ よ う と し

た の で す 。  

「 ゆ く 河 の 流 れ は 絶 え ず し て ， し か も も と

の 水 に あ ら ず 」 で 始 ま る 『 方 丈 記 』 （ 2 0 2 2 年

1 月 〜 5 月 ） は ， 鴨 長 明 が 「 四 十 あ ま り の 春
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秋 を 送 れ る あ ひ だ に 」 見 た 「 世 の 不 思 議 」 が

克 明 に 列 挙 さ れ ま す 。  

安 元 3 （ 1 1 7 7 ） 年 の 大 火 ， 治 承 4 （ 1 1 8 0 ）

年 4 月 の 辻 風 ， 同 年 6 月 の 福 原 遷 都 ， 養 和

（ 1 1 8 1 〜 8 2 ） の 飢 饉 ， 元 暦 2 （ 1 1 8 5 ） 年 の 大

地 震 を 記 し た 後 ， 「 す べ て 世 の 中 の あ り に く

く ， わ が 身 と 栖 と の は か な く あ だ な る さ ま ，

ま た か く の ご と し 」 と 結 び ま す 。  

『 ロ ン ド ン 留 学 日 記 』（ 2 0 2 3 年 1 月 〜 5 月 ）

に は ビ ク ト リ ア 女 王 の 死 が 書 き 残 さ れ て い ま

す 。  

明 治 3 4 （ 1 9 0 1 ） 年 1 月 2 1 日  女 皇 危 篤 の

由 に て 衆 庶 皆 眉 を ひ そ む 。  

1 月 2 3 日  昨 夜 6 時 半 女 皇 死 去 す 。 …  

漱 石 は そ の 朝 黒 手 袋 を 買 っ た 店 の 主 人 の 言

葉 を 引 用 し て い ま す 。  

 “ T h e  n e w  c e n t u r y  h a s  o p e n e d  r a t h e r  
i n a u s p i c i o u s l y . ”  

 目 下 は 『 草 枕 』 （ 2 0 2 3 年 7 月 〜 ） を 読 み 継

い で い ま す 。  

 「 語 る ・ カ タ ル シ ス の 会 」 が 音 読 か ら 朗 読

の 会 に 脱 皮 す る の は だ い ぶ 先 の よ う に 思 わ れ

ま す 。  

朗 読 の 主 人 公 は 語 り 手 で な く 聴 き 手 で あ る ，

と 朗 読 サ ロ ン で は 教 え ら れ ま し た 。  
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i  朗 読 と 語 り 発 表 会  

 

 

 

i i  作 品 一 覧  

ボ ッ カ ッ チ ョ 『 デ カ メ ロ ン 』 ， 夏 目 漱 石 『 夢 十

夜 』 ， プ ラ ト ン 『 ソ ク ラ テ ス の 弁 明 』 ， 鴨 長 明

『 方 丈 記 』 ， サ ン = テ グ ジ ュ ペ リ 『 星 の 王 子 さ

ま 』 ， 夏 目 漱 石 『 ロ ン ド ン 留 学 日 記 』 ， 夏 目 漱

石 『 草 枕 』 ( 継 続 中 )  

 

i i i  ソ ク ラ テ ス 的 対 話  

 

 


